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桑野造船では、ボート運搬に使っていたボート・トレーラーの老

朽化に伴い、昨年末トラック（４ｔロング）に交代しました。私

も時々は運転して試乗会や納品をしにお客様のところへお伺い

しています。先日は東北方面に行きました。まだ雪が降ることが

あったり、一方で桜の咲き具合の変化を楽しめたり。東日本を走

ると、復興の槌音をヒシヒシと感じる反面、ふと丁寧に見るとま

だまだというところもマザマザと。日本の広さと狭さを同時に感

じるような今日この頃です。大きな車で大切な艇を運ぶので、事

故のないようしっかり安全運転していきます。どこかで見かけた

ら、お気軽にお声をおかけください。    【小澤】 

●多目的カタマラン艇のご紹介      【古川】 

大型のコーチング用カタマラン艇のフロートを利用して多目的に使えるコーチングボートを作っ

てみました。 

構造：大型のフロートを採用してデッキ上のスペースを広く作っています。最大搭載人員は 2 名

ですが、乗員が 10 名を超えても浮力を確保できます。エンジンは 4 ストロークの 15HP の最新式

を搭載しています。 

コーチング艇として：荷重が軽い場合にも水の抵抗が大きくならないようにフロート形状を工夫

してありますので、コーチが 2名程度のような乗員が少ない場合でも必要な速度が確保できます。 

ボートコース敷設作業艇として：このカタマランはデッキが平たく広いのと、積載量が大きいの

で、資材と作業員を一気に積んで楽にコース敷設作業ができます。 

救助艇として：過去、北米ではエイトが遭難して、クルーが全員コーチボートに乗り移れなくて

死亡者が出た悲劇の事例があります。このカタマランはコーチ 2 名、エイト乗員 9 名が乗って帰

還することが可能です。寒冷地のコーチング用として好評です。 

●お知らせ 
＊下記大会に出店します！ 

展示ブースの出店、及び現地でのメンテナンスを行います。パーツの受渡しや現地での修理依頼等がありましたら事前にご連絡をお

願いします。 

〈軽量級選手権〉5月 17 日（金）～19 日（日）戸田ボートコース〈全日本マスターズ〉5月 18 日（土）～19 日（日）愛知池漕艇場 

＊Concept2 製品 価格改定のお知らせ 

急速な円安傾向の影響により、5月 1日からエルゴメーター各種及びアクセサリー・パーツの一部の価格を改訂することとなりまし

た。値上げ幅は概ね 10～20％となっています（エルゴ モデル D/PM3 の改定後本体価格 \135,000）。 

皆様にはご迷惑をお掛け致しますが、ご理解の程よろしくお願い申し上げます。 

＊朝日レガッタ コーチセミナーのお知らせ 

 5 月 3 日（金）／16：30～20：00（16：00 受付開始）／瀬田漕艇倶楽部 クラブハウス 2階／公認資格者\1,000・一般\2,000 

テーマ① 意識してアンチドーピングと向き合う：高谷麻紀氏 ② 欧州のローイングの現状と紹介とそこから学ぶこと：大越将洋氏 

詳細につきましては瀬田漕艇倶楽部までお問い合わせください→info@setarc.jp 

●新入社員 ご紹介 
この 4 月より、新しい仲間が加わりました。より良い製品を皆様にご提供できますように、社員一同努

力いたしますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

＜自己紹介＞福岡県立八幡工業高校から来ました友安 裕(18 歳)です。中学校ではバドミントン、高校で

は弓道をしていたため、ボートとは縁がなかったのですが、就職で困っていたところ先生に桑野を紹介

してもらい『手作業でものを作る』というところが自分に合っていると思い入社しました。小さいころ

から物を作ることが好きで、それを仕事に役立てていけるといいと思います。 

ボートに関わることができたので、ローイングをしてみたいと思います。誘ってくれるクラブがある

と嬉しいです(笑) これからは選手の皆さんの期待に応えられるような、良いものを作っていけるよう

頑張りますのでよろしくお願いします。 

BOAT TIMES の配信停止をご希望される方は、お手数ですが FAX(077-573-8002) または E-mail(kuwano@k-boat.co.jp) で弊社ま

でご連絡下さい。また、ご意見・ご感想などもお待ちしております。次号は 5/20 発行予定です 

 

 

喫水：作業船・救助の場合 

喫水：コーチングの場合 


